
　登場人物の博士が、ゼミに所属するヒューマノイドのアイと、学生のリ
クとに向け、実験の解説をします。二人の学生からの質問を受けなが
ら考察や分析を進めていく、「LABCAST （ラボキャスト・Laboratory 
Broadcast ※ゼミの生中継）」です。天才的で姉御肌の博士、日本語
を学ぶヒューマノイドと草食系男子の三名の掛け合いをもとに、科学

　読解教材としての本文にあたる部分です。本文では先ほどの「アク
ティビティ」で示された実験や研究のデータをもとに独自の議論が展
開されます。理解が早いクラスであれば、この本文だけを読んで授業
を進めても十分に活動ができるように書かれています（その場合、「ア
クティビティ」は自宅での予習に利用することができます）。文体につい

アクティビティ （LABCAST）

本文 （論説文）

　各レッスンの冒頭では、様々な分野や領域で行われた実験や調査、
および研究が紹介されています。「生」の科学的なデータや調査方法
を意識しながら、レッスンのテーマについてアプローチします。多様な
学術研究の視点に立ち、日本語を学ぶだけでなく、「日本語で学ぶ」と
いう考え方に移行するように促します。

実験・調査・研究紹介

　各レッスンのテーマについて説明しているのがこの扉のページで
す。まず科学の問いが示され、その問いについて導入部となる短文が
示されています。この部分を使って各レッスンの導入を行い、学生が持
つ既有知識を活性化させます。

扉の“科学の問い”

　以上の理念と編集方針に基づき、本書では以下のような構成を採用しました。

レッスン構成

ては、バリエーションを持たせるために「だ・である体」だけでなく、講義をイメージして「です・ます体」
が使われているレッスンも設け、奇数番号と偶数番号で書き分けています。また、データに基づいて抽
出された学術語彙に加え、教師選定語彙、学習者選定語彙を本文中に明示し、語彙の意味と用例を
詳しく解説しました。本文に登場する社会文化的な情報には、���もの注釈がつけられています。その
ため、辞書や参考書を十分に入手できない場合でも、本書のみで日本語学習を進めることができるよ
うになっています。

の問いに関する探究を行うための視点や世界的に有名な研究が提示されます。続く本文への橋渡
しのアクティビティとして活用しましょう。

　���の学術語彙に加え、���の教師選定語彙、��の学習者選定語
彙、合計���の新出語彙について、学習者が理解しやすいオリジナル
の意味と解説を収録しています。本文中の使い方のみならず、頻度
の高い用例や類義語、対義語についても詳しく説明しています。���
語の新出語彙は、『日本語学術共通語彙データベース』より頻度の高

既に日本語能力試験（JLPT）N�に合格している漢字圏学習者・非漢字圏学習者に調査を行い、学習経験に
基づき解説が必要だと判断されたもの。

『日本語学術共通語彙リスト Ver. �.��』に基づき、アカデミック・ジャパニーズの能力育成に極めて
重要な���の語彙を選定したもの。

日本語能力試験（JLPT）のN�合格に必要な語彙、および、そのための学習に必要な���の語彙を教育実績
のある日本語教師が教育経験に基づき選定したもの。

学術共通語彙

教師選定語彙

学習者選定語彙

本文語彙

い���語を抽出した上で、本書の著者であるネイティブ・ノンネイティブ教師が経験に照らして「説明
が必要である」と判断したものや、漢字圏・非漢字圏出身の学習者（日本語能力試験N�に合格して
いる者）から「説明があったほうがよい」と指摘があったものを中心に、語彙選定調査を行って選定
したものです。各語の解説時には、その語がどの視点で重要と判断されたかも以下のマークで示し
ています。学ぶ際に活用してください。
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子どもたちの振る舞いは何を示すのか

 博士 「�の『子どもの身
み

内
うち

びいきの行動に関する実験』は、�. ダナムら � 人

の心理学者が ���� �に発表した論文で紹介されたものです。��を読

んでいかがですか。」

 アイ 「���の T シャ�を着ているだけで�きになる��。���の T シャ

�だからってコインをあげたりする。うーん、��議。なんでだろう。

子どもは自分に�ている対�に�
�

かれるのかな。」

 リク 「�かに、���
かばん

を持っていたり、���
くつ

を�
は

いている人を��などで

�かけると�
しん

�
きん

�が�く�はします。あと、高�時�の文化�で、クラ

T（クラス T シャ�）を�ったときに��意識というか�
れん

�
たい

�のような

ものが生まれたことを�い出しました。まだ�事にとってあります。」

 博士 「そうですか。�も��デ�インの�
はく

�
い

を着ている研究者に出会うと、

なんとなく�
した

しみを�えます。」

 アイ 「�
はく

�
い

にデ�インってあるんですか��。�部��に�えますけど。」

 博士 「ところでこの実験、一体�を明らかにするために行われた実験だと�

いますか。つまり、子どもたちに T シャ�を着せて行った実験から一

体�を明らかにしようとしたのでしょう。」

考えよう

実験を通して明らかにしようとしたこととは何か。

 博士 「この実験は、�. ダナムら � 人の心理学者が � �から � �の子どもを

対�に行ったものですが、�らが着
ち�く

�
もく

したのは『����集�』という

非�に�さな�いに�
�

�
�

した集�です。もう�し�体的に言うと、�

にシャ�の�が�うだけという��の��で生�たグループの�いに

着
ち�く

�
もく

し、それでも��グループの人に�
こう

�
かん

を持ったり、��グループ

の人を�
�う

�
�う

したりする�向があるかを��したものです。」
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「グループ化」は人間の本能

❶  2016 年のアメリカ大統領
選挙 

（2016 ねんのあめりかだいとうりょう
せんきょ）

初の黒人アメリカ大統領となっ
たオバマ政権（せいけん）の後
の大統領を決める選挙として、
2016年に開催（かいさい）さ
れたアメリカ大 統 領 選 挙 。民
主党のヒラリー・クリントン氏
と共和党のドナルド・トランプ
氏との間で激しい戦いとなり、
多くの専門家の予想（よそう）
を裏切る形でトランプ氏が 第
45代アメリカ大統領に選ばれ
た。

❷共和党 
（きょうわとう）

民 主 党と並 ぶ アメリカ2大 政
党の 一つ。キリスト 教に 基づ
く伝 統 的 な価 値 観（かん）を
重（おも）んじる党員に支えら
れており、外交面では同盟（ど
うめい）関 係による安 全保 障
（ほしょう）政策を重視し、内
政（ないせい）面では、人工中
絶（ちゅうぜつ）禁止、LGBTの
権利擁護（ようご）反対、銃規
制（じゅうきせい）反対など、
保 守（ほしゅ）的 な 政 策 を掲
（かか）げている。

❸ドナルド・トランプ
（どなるど・とらんぷ）

Donald John Trump。第45
代 アメリカ 大 統 領 。アメリカ
史 上はじめての軍人経験者、
政治家経験者以外から大統領
になった 実 業 家（じつぎょう
か）。ペンシルバニア大学で経
済学を学び、不動産（ふどうさ
ん）会社を経 営する父のもと
で、オフィス・ビルの開発（かい
はつ）、カジノやホテルリゾー
トの経営を行い成功させた。
大統領就任直後から、移民（い
みん）やマイノリティー（社会
的少数派（は））に対して過激
（かげき）な発言（はつげん）
を行うことが多く、知識人から
は批判の声も多く上がった。

アメリカの労働者はなぜ 
トランプ大統領を支持したのか

　 ❶で�
しょう

利
り

したの
は、 ❷の ❸でした。

01、移
い

�
みん

の�加によってアメリカの��者
の�

ちん

�
�ん

は�下してきましたが、一方で�業の�
かぶ

�
�し

や経�者は、�
ちん

�
�ん

の��によって利�を�や
すことができました。��者たちの�では、�

かぶ

�
�し

や経�者のような ❹ばかりが得をする移
い

�
みん

02 03 への��が�まっており、その
�
いか

りを 04「移
い

�
みん

��」や「�
ちん

�
�ん

05」を
�
とな

え、��者の 06 を 07 したのがトラン
プ�だと、一�的には言われています。
　しかし、イ�ール�学法学部教授の

❺は、以上の説明だけでは�十分だと言
います。な�なら、トランプ�自身もアメリカ
を�表する��な経�者だからです。チュア�
は、それよりも�しろ、トランプ�の�

あら

々
あら

しい
言
げん

動
どう

のスタイルが、��者が考える意味での�
そ

�
�く

なアメリカ人�
き

質
しつ

に合
がっ

�
ち

していることが重要
な�

しょう

�
いん

だったのではないかと 08 します。�
して上�とは言えないトランプ�が、ジャーナ
リスト、学者、 ❻の���などの「

09 エリートたち」を 10 �
たたか

う�が、
��者たちの 11 を�んだのではないかとい
うわけです。
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01 近年［きんねん］　 アクセント 1  名詞 　

ここ最近の数年間のこと。

※文頭で副詞的に使われることもある。
　例 近年、インターネット上における誹

ひ

謗
ぼう

中
ちゅう

傷
しょう

が社会問題化している。

例文  ・ ��の�は、��にない�
れい

�
か

になるそうだ。

02 促進（する）［そくしん］　 アクセント 0  名詞（スル） 　

物事がうまく進むように促すこと。

例文  ・  ��の文化�流を促進するために、新しいプログラムが立ち上げ
られた。

 ・  ��の会議では、新��の��促進の方法について話し合う予定
だ。

03 政策［せいさく］　 アクセント 0  名詞 　

政府や政党が掲
かか

げている方針のこと。

※ 政治以外の分野では、「方針」が使われることが多い。個人の考えやこだ
わりについては「ポリシー（policy）」も使われる。

　例 陰
かげ

で人の悪口を言うのは、私のポリシーに反する。

例文  ・ ��は、高�者の��を�
げん

�
がく

する��を�ち出した。

04 汲む［くむ］　 アクセント 0  動詞 　

① 器
うつわ

や手で水をすくう。
② お酒やお茶を器

うつわ

に入れる。
③ その人の立場になって心の中を理解する。　※文中では③の意味
④ 精神や思想の流れを受けつぐ。（「流れを汲む」という形で使われることが多い）

例文  � �
い

�
ど

�
みず

を�んでいれたコーヒーの味は�高だ。

 �  �性社�にだけお�を�ませたり、コピーを取らせたりする会社
では、�対に�きたくない。

 � �師は��の�持ちを�んで、�者の�
びょう

名
めい

を本人に知らせないこ
とにした。

 � この��の�説はアメリカ文学の流れを�んでいる。

　本文を通して学んだ言葉や表現の定着を図る「言語知識」、本文の
内容理解を促進する「読解トレーニング」、テーマについてさらに考察
を深めるための「発展活動」の順で練習問題が設定されています。こ
れらの問題は、教室で本文読解と解説が行われた後に使用すること
もできますが、自宅での事前課題として反転授業用に使用することも

※反転授業（アクティブラーニング）に関心のある方はこの後の「付録ワークシートを用いた本書の活用手法 ―アクティ
ブラーニング型・活動型授業実践での使用方法―」をご覧ください。

練  習

可能です。また、独学用に使用することもできます。さらに、「発展活動」として、本文の論点について
自分で調べ、他者と共に考え対話するためのアクティビティが設けられており、教室内でのアクティブ
ラーニングに用いることも可能です。加えて、ワークシート※ をダウンロードし使用することで、クラス内
で活動型の授業も展開できるようになっています。
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本文での読み方に注意しながら、次の言葉を音
おん

読
どく

しなさい。

� 上�　　　� ��　　　　� ��　　� �々しい　　　� ��

� ��的　　� ��しい　　� 解�　　� 御しやすい　　� 得�

似た意味を表す言葉を線で結びなさい。

� �り�す　　　　・　　　　　　・　�a� ��（あんがい）

� �ょっとすると　・　　　　　　・　�b� 手に入れる

� 自体　　　　　　・　　　　　　・　�c� �度も

� 獲得する　　　　・　　　　　　・　�d� そのもの

� �いのほか　　　・　　　　　　・　�e� もしかすると

次の①～⑤の下
か

線
せん

部
ぶ

に当てはまる言葉を枠内から選び、適当な形にして
書き入れなさい（それぞれ一回だけ使うこと）。

�まえる　　��する　　�成する　　促進　　な�る

� 注意力�
さん

�
まん

なところを先�に　　　　　　　　　、�が立った。

� �方経�の活
かっ

性
せい

化の　　　　　　　　　を�的とした�
し

�
さく

を練
�

っている。

� ��の事�を　　　　　　　　　、新しいルールを��することになった。

� �説を　　　　　　　　　ために、アンケート調査を行った。

� �人�の人
�ん

格
かく

が　　　　　　　　　��を�いた�説が�きだ。

への意識づけを行うことができ、活動の流れにアクセントを加えることができます。また、読み物として
自習課題や独学用に用いることも可能です。

　上級レベルに求められる文法知識について、日本語研究の第一人
者による書き下ろしコラムが掲載されています。取り上げられたトピッ
クはいずれも、高度なコミュニケーション能力を育成するために、そし
て、アカデミックな日本語力を獲得するために、有用な言語知識と発想
をもたらしてくれます。授業の中で取り上げ解説することで、文法学習

文法コラム
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　�さんは「上級の文法」と言うとどんなものを�い�かべるでしょうか。日本語能

力試験 N� や N� の受験対�で�われる文法��を想�する人が多いかもしれません。

しかし、「上級で求められる文法能力」というのはそれとはかなり�なるものなのです。

　いくつか例を�げてみましょう。

　例 � �例 � で問題になるのは「のだ」「てくれる」「受
うけ

身
み

」「使
し

�
えき

」「ている」という「�

級」の文法��ばかりですが、�さんは、これらが�自�である理�が��にわかり、

文法的に��な文を言える（書ける）でしょうか。

　例 � は、「�ってきましたか�」を「�ってきたんですか�」に�える必要があります。

それは、例 � が使われる文�では「�
た

中
なか

さんが�
� き ん

�から�ってきたこと」はすでに

わかっており、それがいつであるかが問題になるためです。
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